
第 4 章 - 3 - - ｱ

市町村名 八重瀬町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 農業用機械施設整備事業 新・沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-1-(6)
24 5 該当箇所

担当部課名 経済建設部 農林水産課
事業実施
年度

平成 ～

おきなわブランドの確立と生産供
給体制の強化

(7)

事業内容
パワーショベルを導入し、町内の作業受託組織へ貸出を行い、当組織が農家からの作業委託を受け深耕（天地返し）作業を行
う。同時に、遊休地解消の作業も行うことで、耕作面積を増やし、地域の農業振興に繋げる。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

～○年度 令和５年度 ○年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 17,050 17,050

Ａ．予算現額 21,200 21,200

執行率（％）(B/A) #DIV/0! 80.4% #DIV/0! #DIV/0! 80.4%

うち
交付金充当額

13,640 13,640

執行状況の説明
当初予定していた機種より排気量を落としても成果は変わらず、作業効率もほぼ変わらないことから機種を変更した
分の執行額は減額となった。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

令和５年度 令和６年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 未実施

町が油圧式パワーショベルを導入し、農家
へ貸し出し、深耕（天地返し）作業や遊休地
解消に活用する

目　標 活用

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

令和５年度 令和６年度 ○年度 ○年度 ○年度

遊休地の解消や植え替え期圃場の深耕（天
地返し）を行いさとうきびの単収増加を図る。

実　績 未実施

目　標

遊休地解消
または植替
えによる単収
の維持、増加

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 令和６年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績
遊休地解消
及び植替え
の実施

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

遊休地の解消や植え替え期圃場の深耕（天地返し）を
行いさとうきびの単収増加を図る。

目　標

遊休地解消
または植替
えによる単収
の維持、増加

状
況
説
明

【令和６年度】
・遊休地解消実績　5件　約5,250㎡
・さとうきび植替え実績　11件　約11,850㎡
パワーショベルを導入したことにより、遊休地の解消及びさとうきびの植替えの推進を図ることができた。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【令和７年度】
・町が保有するパワーショベルとトラクターを効果的に使用し作業効率の向上を図っていく
・日頃から定期的な点検・メンテナンスを行い、機械の長寿命化を図る。
・利用者の増加を図る為に、農家への周知を図る。

【　年度】
・

【　年度】
・

【令和６年度】
・さとうきびの春植えの時期（１月～３月）は、さとうきびの受託を主に行
い、その時期以外では遊休地解消に利用することができた。
地域計画を推進するためにも、今後更なる利用が見込まれる。

【令和６年度】
・さとうきびの春植え時期の利用頻度は高いが、夏植えでの利用がな
い。夏植えの農家にも十分に周知を行い、年間を通して稼働できるよう
にする。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・


